コウレイシャ キョジュウ シセツ ニオケル ヨクシツ カンキョウ ノ チガイ ガ カイゴ ロウドウ ニ アタエル エイキョウ by 松本 正富 et al.
川崎医療福祉学会誌 　   　  　	 　


原 　著
高齢者居住施設における浴室環境の違いが
介護労働に与える影響
松本正富   　太田 　茂  　齋藤芳徳  　大戸 　寛   　太田明彦 
要 　　　約
本研究の目的は，高齢者施設の浴室環境とそれに付随するケアの違いが日常の介護労働に与える影
響について考察することである．具体的には，施設において個別対応の浴室設備を導入し，集団的処
遇の入浴介助からマンツーマン入浴へと体制移行する機会を利用して，その前後の介護スタッフの運
動量と行動内容について比較を行った．この際，運動量は携帯型加速度計による分毎の歩数，行動
内容は 分ごとの滞在場所・行為内容を逐次記録する非参与の行動観察調査によった．その結果，集
団的処遇のもとでは浴室誘導を担当する職員に掛かっていた一時的な労働負担が，マンツーマン入浴
により専従の必要がなくなることで解消されたことや，そこでのマンパワーが削減できた結果，一般
的な日常介護が手厚くなるとともに，職員の休憩時間も増加できるといった効果が確認された．
 ．研究背景と目的
本研究の目的は，高齢者居住施設における個別対
応の入浴ケア環境の構築に向けての実証的資料を得
るべく，施設の浴室環境とそれに付随するケアの違
いが日常介護の具体的内容やその労働量に与える影
響について考察することである．
高齢化社会の到来を受け，より需要の高まる高齢
者施設において，従来型の大規模処遇から個室ユ
ニットケアへの環境整備が推進されている．この個
室ユニットケアの下では，従来の 大介護（食事・
排泄・入浴）のうち，小規模な生活単位での個人情
報を把握することにより食事と排泄のケアに大きな
成果を示しているものの，入浴ケアに関しては施設
の浴室設備に依存する部分が強いために，入居者の
身体能力や嗜好に合わせた個別対応が難しいのが現
状である．また，一般に入浴時間帯は日常介護のス
タッフが手薄になることや，入浴介護自体が利用者
の体を支えるなど力仕事になる部分が多いこと，個
別対応に関わる労働負担の変化など，介護スタッフ
の労働環境に与える影響についての懸念も強い．そ
こで本研究では，高齢者施設での浴室設備の一部更
新とマンツーマン入浴ケア導入の機会を利用して，
これらの問題のうち日常介護労働全般に与える影響
についての検討を行う．
なお，建築計画的視点からは，介助入浴の実態を
捉えたもの   ，介助入浴の人間工学的側面を検討
したもの ，施設環境と介護労働の関連を検討し
たもの  などが報告されているが，施設の浴室環
境と介護労働に着目した報告はなされていない．
．研究方法
　． ．調査施設・浴室施設の概要と分析の視点
調査対象の施設は（図 ），年 月に設立さ
れた鉄筋コンクリート造 
階建ての高齢者総合福祉
施設であり，ケアハウスやデイサービスセンター，
訪問介護事業所，地域交流スペースとした喫茶コー
ナーを併設し，職員総数名で施設利用者は
名以上となっている．このうち直接の調査対象であ
る特別養護老人ホームは，入居定員が	名で大規模
処遇を前提に建設されており， 階に ユニット，
階に ユニットの計 ユニットを有するが，小規
模処遇への改善を図り，日常の共有空間を工夫して
創出した結果，年現在は ヶ所に分散したデイ
ルームでの介護がなされている．居室に関しては，

床室・ 床室・個室が混在する構成であるが，多
床室では間仕切りを設置して個室型多床室に改造し
て利用している．
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図   調査施設平面図
浴室環境に関しては，階に大浴槽・個別浴槽・
座位浴槽・臥居浴槽と入居者の身体機能に適応でき
る入浴設備を有するが，階には個別浴室しか有さ
ないため実際は身体機能の衰えたほとんどの入居者
の使用にそぐわず，すべての入居者が交代で 階の
浴室を利用する体制が取られていた．しかし，
年月，入浴介助における小規模処遇の推進に向け
て，一般入浴と座位入浴の双方に対応できる昇降式
座位浴槽，専用の昇降式座位浴槽，介護空間等に配
慮された個別浴槽を 階に各 台導入し，各階別の
マンツーマン入浴のケア体制に移行した．この対象
施設の浴室設備の概要を図 に示す．
介護スタッフは，日中（ 時 時）   人の
介護チーム 班で分担して施設全体をカバーしてい
る．入浴は時 時の間に行われるが，このとき
浴室で専従して介助を担当する「入浴係」，入浴には
関係なくデイルームや居室での日常介護を担当する
「フロア係」，主にアルバイトのスタッフでフロア係
と入浴係双方の補助をしながら，入居者を各ユニッ
トから浴室まで誘導する「誘導係」の大きく 種に
役割分担されていた．しかし，浴室設備の更新とマ
ンツーマン入浴への移行によって，誘導係はなくな
り「フロア係補助」として組み込まれた．
本研究では，施設の浴室改修前後の介護労働に視
点をあてて比較検討するが，ここで対象とする介護
労働とは直接の入浴介護ではなく，日常介護全般を
示す．周知のとおり，介護環境は建築的ハードとケ
ア方針といったソフトの部分の双方で規定されるが，
今回のように部分的な環境のみが更新された場合で
も，日常介護全般に対する影響は大きいと考えられ，
その具体的内容についての分析を行うこととした．
　．．介護スタッフの運動量調査
浴室改修前調査として年 	月，改修後調査と
して月にそれぞれ日間ずつ，調査対象施設に勤
務する介護スタッフ
名を対象として，時 時
までの勤務時間内の運動量調査を行った．被験者と
なるスタッフは勤務時間の間，小型の携帯型加速度
計である ライフコーダ （ー図 ）を腰部に装着し，
これにて計測された 分毎の歩数のうち休憩時と入
浴係の直接の入浴介助時（時 時）分を除いて，
介護スタッフの役割別に分毎の平均値を算出し，
浴室改修前後での比較を行った．なお，ライフコー
ダーは 段階の歩行強度も計測できるが，得られた
データの概観では歩数とほぼ同様の変動を示したた
め，本調査ではより一般的に思える歩数を運動量の
指標に用いることとした．
　．．介護スタッフの行動観察調査
浴室改修前調査として年 月，改修後調査と
して月の改修を経た ヶ月後の月に，対象施設
で 階を担当する介護スタッフの役割別（入浴係 
名・フロア係 名・誘導係（改修後はフロア係補助）
名）の計 	名を対象として，時 時までの勤
務時間内に，分毎の滞在場所・行為内容を逐次記
録する非参与の行動観察調査を行った．このうち，
実際に入浴介助を行う時 時分のデータについ
て改修前後で役割別の比較考察を行った．
．結果と考察
　． ．浴室改修前後の介護スタッフの運動量の
比較
浴室改修前後の役割別にみる介護スタッフの歩数
の推移を図 
に示す．浴室改修前の入浴係・フロア
係は日中勤務時間を通じて歩数の大きな変動はなく，
概ね歩前後で推移しているが，誘導係は時間帯
によって
歩を超える大きな変動が見られる．こ
のうち：頃の増加は，昼食のために食堂やリビ
ングコーナーへ入居者を誘導する業務による影響と
考えられるが，データのみの突出であるので特別
な傾向としては捉えにくい．対して，入浴時間帯と
なる： ：の間はほぼ
歩を超えて推移
しており，フロア係のおよそ 倍の値となっている．
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図  浴室設備の概要
図  ライフコーダーの概要
これは，各ユニットから浴室までの誘導業務に専従
した結果であり，建築的空間構成や介護分担の要件
が影響した業務負担の偏りと考えられる．浴室改修
後は，マンツーマン入浴方式の採用で入浴係が浴室
への誘導を兼ねる体制となり，誘導係はフロア係補
助の役割となったため，誘導業務による歩数の増加
は解消され，常時歩前後で推移するようになっ
表   日中業務 時間あたりの役割別の平均歩数
た．歩数のみで介護スタッフの運動量を一括に判断
することは難しいが，少なくとも，これが減ったと
いう意味では介護負担の軽減された傾向として捉え
られよう．
表 に，日中業務 	時間あたりの役割別の歩数を
示す（入浴係に関しては，直接の入浴介助以外の日
常業務時の歩数で換算した）．入浴係とフロア係の
 歩程度に対して，誘導係は歩以
上と極めて多かったが，改修の後は約歩台に
とどまっており，ここでもフロア補助となって運動量
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図  浴室改修前後の歩数
が軽減されたことが理解できる．
　．．浴室改修前後の介護スタッフの行動内容
の比較
フロア係の滞在場所と行為内容を図 に示す．滞
在場所では，「リビング」「キッチン」「トイレ等」の
入居者の共用空間等での滞在が合計で 割程減少し，
その分「事務所，他」が増加している．また，行為
では，「食事介護」が減少して「休憩，他」が増加
している．この理由として つは，これまで入浴時
間帯は順番待ちの効率化のため共用空間で入居者に
待機してもらっていたが，マンツーマン入浴により
居室を含めた自由な場所での待機が可能となったた
め，共用空間での見守りを含めた介護業務が軽減さ
れたこと，つ目は，改修前の誘導係がフロア係補
佐に回ったため，ここでの業務に余裕が生まれ，日
中の入浴介護の時間帯にも交代で休憩が取られるよ
うになった事が考えられる．
入浴係の滞在場所と行為内容を図 に示す．滞在
場所は，改修の当然の結果として「他階（ 階浴室）」
から「浴室」へシフトしたが，この割合は約 	割から
割ほどに減少している．この差の約 割分は「リ
ビング」「キッチン」「廊下」「居室」等に分散してい
るが，これはマンツーマン入浴の導入により，入浴
係自ら誘導業務を行うようになった結果である．行
為内容でみると，「入浴介護」が約 	割であり，これ
は改修前後でほとんど変化していない（本分析では
「入浴介護」は，浴室内での直接入浴介護のみでな
く，浴室外での誘導業務等までを含んでいる）．な
お，入浴時間帯に入浴介護以外の行為が発生してい
るのは，分析の都合上この時間帯を 時の間に
区切りに設定したためで，実際にはその前後の時間
帯の一般介護や休憩等の多少のずれ込みが起こるた
めである．
誘導係（改修前）フロア係補助（改修後）の滞
在場所と行為内容を図 に示す．改修前の滞在場所
は，「他階（ 階浴室）」が 
割，「リビング」「廊下」
がそれぞれ 割近くを占めており，先に述べたよう
にリビングに待機する入居者を浴室に誘導する流れ
が理解できる．これが改修後には，「キッチン」が 
割，「その他」が割と大きく変化した．行為内容
では，割以上を占めていた「入浴介護」が無くな
り，「食事介護」「居室内介護」「その他介護」の合計
で 
割，「休憩，その他」で割の増加を示し，浴
室への誘導専門のマンパワーが削減できた結果，一
般的な日常介護が手厚くなるとともに，職員の休憩
時間も取られるといった効果が見られた．
全スタッフの滞在場所と行為内容を図 	に示す
（スタッフの勤務体制毎の人数に合わせて加重平均
した値）．滞在場所では，改修に従って「他階（ 階
浴室）」の 
割が無くなり，この分が「浴室」で
割，「事務室，他」で割にシフトした．行為内容
をみると「入浴介護」が 割程減少して，「休憩，他」
にとられる時間が長くなった．
．まとめ
本研究は，高齢者居住施設での浴室環境の小規模
処遇化に向けた更新とそれに付随したマンツーマン
入浴ケアの導入が日常介護労働に与える影響につい
て考察した．得られた知見を以下に纏める．
（）介護スタッフ全体として見ると，日常介護
での運動量は歩（分）程度で推移し，
日中業務 	時間当たりの換算では歩程
度であった．
（）一方で，入浴時間の誘導係の歩数のみが

歩（分）を超える値に突出していたが，マ
ンツーマン入浴の導入による業務内容の変化
で，他の役割のものと同様の歩（分）
程度に減少した．
（）誘導係がフロア係補助に業務が変わったこ
高齢者居住施設における浴室環境の違いが介護労働に与える影響 
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図  フロア係の滞在場所と行為内容
図  入浴係の滞在場所と行為内容
図  誘導係（改修前） フロア係補助（改修後）の滞在場所と行為内容
図  全スタッフの滞在場所と行為内容
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とで，入浴時間帯における「食事介護」「居
室内介護」「その他介護」等の日常介護への
関わりが 
割ほど増加した．
（
）さらに，浴室誘導に専従するマンパワーが
削減できた結果，フロア係も含めた交代で
の休憩時間が増加した．
これらの結果からは，入浴介護のマンツーマン対
応による日常介護の効率化と業務負担の減少傾向が
捉えられた．一方で，本調査では具体的な浴室内介
護自体については触れておらず，本来であるならば
ここでの影響も踏まえて総体的な判断を行う必要が
ある．しかし，入居者の人権に配慮しての浴室内調
査は大変に困難であるため，その方法については現
在，検討を進める途中であり，この分析については
今後の課題としたい．
本研究の調査・分析の段階においては，野上直紀君（川
崎医療福祉大学大学院：当時）の協力を多く受けています．
また，本研究は，平成 年度川崎医療福祉大学医療福祉研
究費及び平成 年度財団法人ウエスコ学術振興財団学術研
究助成事業の助成を受けて行なわれたものです．ここに記
して感謝の意を表します．
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）熊谷久昭，古瀬敏：浴槽ユニットにおける入浴動作研究 　浴室洗い場での介助入浴スペースの検討，日本建築学会学術
講演梗概集， ，		
， ．
	）松本正富，川本悠人，太田明彦，野上直紀，齋藤芳徳，山口健太郎：シャワーキャリーを利用した昇降式座位入浴介助
における浴室空間に関する検討 　 高齢者施設における小規模処遇に向けた入浴環境に関する研究 　その  ，日本
建築学会学術講演梗概集， ， ，．
）松本正富，齋藤芳徳，武田則昭：特別養護老人ホームの居室形式が入居者の生活行為と職員の介護量に及ぼす影響，平
成  年度日本学術振興会科学研究費基盤（）報告書，全 頁，	．
）齋藤芳徳，松本正富，星川洋一，川田久美，末光茂，武田則昭：老人保健施設における介護労働者の身体活動量解析の
試み，第	回日本公衆衛生学会総会抄録集，，
．
（平成 年  月 日受理）
高齢者居住施設における浴室環境の違いが介護労働に与える影響 
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